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歌劇「ピーター・グライムズ」より
「４つの海の間奏曲」

ブリテン

「波の盆」組曲武満徹

音楽監督

大阪フィルハーモニー交響楽団

尾高 忠明

　1970年の万博、心躍った！　世界の名だたる
オーケストラが相次いで来日する中、NHK交響
楽団の開幕演奏会に鍵盤奏者として参加した時
の興奮は、しっかりと覚えている。あれから55年。
2025年の万博が迫ってきて、ワクワクしている。
　11回目を迎える「大阪4オケ」、私たちは日本
を代表する武満徹さんの作品で、私が最も愛す
る「波の盆」を選んだ。テレビドラマの音楽だが、
演奏した英国のオケ団員が大泣きしたほど、涙
腺を刺激する名曲だ。
　そして英国の作曲家で真の天才、ブリテンの
代表的オペラ「ピーター・グライムズ」から「4つ
の海の間奏曲」。
　このコンサート、自分自身とても楽しみにしてい
るが、これらの曲をご存じない方にもぜひぜひ聞
いていただきたい。

「ウェスト・サイド・ストーリー」より
「シンフォニック・ダンス」

バーンスタイン

東京夜想曲萩森英明

首席客演指揮者

関西フィルハーモニー管弦楽団

鈴木 優人

　大阪・関西万博の開催を記念する特別な
年に、「大阪4オケ」として関西フィルと共演
できることを大変うれしく思います。今回のプ
ログラムでは、萩森英明さんの「東京夜想
曲」を通じて、現代日本の感性と都市の光景
を音楽で描きます。そして、バーンスタインの
「ウェスト・サイド・ストーリー」より「シンフォ
ニック・ダンス」では、多彩なリズムと躍動感
を通じてアメリカの文化を感じていただける
でしょう。
　4オケが一堂に会するこの祝祭的な演奏
会で、音楽の多様な魅力を存分にお届けした
いと思います。皆さまと、この特別な時間を分
かち合えることを心より楽しみにしています。

交響詩「ティル・オイレンシュピーゲルの愉快ないたずら」
Ｒ.シュトラウス

管弦楽のためのラプソディ外山雄三

常任指揮者

大阪交響楽団

山下 一史

　2025年の4オケで大阪交響楽団はR.シュト
ラウスの「ティル・オイレンシュピーゲルの愉快
ないたずら」と外山雄三先生の「管弦楽のた
めのラプソディ」を演奏します。
　前回の4オケでもR.シュトラウスの「ばらの
騎士」組曲を演奏しましたが、「大阪響と山下
のR.シュトラウス」を皆さまに認知していただき
たいという思いを持っての選曲です。
　外山雄三先生は、その最晩年に大阪交響
楽団の指揮者を務められて大きな足跡を残さ
れました。2024年、先生の作品のみで一晩演
奏会を開きました。指揮している僕も驚くよう
な「熱量」をオーケストラから感じました。先生
への尊敬と感謝の気持ちがそこにはありまし
た。そんな大阪響ならではの「外山ラプソ
ディ」をお聴きください。

バレエ組曲「火の鳥」（1945年版）ストラヴィンスキー

©Nick Rutter

©Marco Borggreve©Martin Richardson

©ai ueda

Adagio for 2 Harps and Strings久石譲

音楽監督（4月就任予定）

日本センチュリー交響楽団

久石 譲

　僕にとって4年ぶりの4オケは、日本セン
チュリー交響楽団の音楽監督になって最
初のコンサートになります。
 まずは僕の「Adagio for 2 Harps and 
Strings」を演奏します。新日本フィルハー
モニー交響楽団から委嘱されて、マーラー
の交響曲第5番の前に演奏する曲として
2023年に作曲しました。
　2曲目には、ストラヴィンスキーの「火の
鳥」（1945年版）を選びました。他のオーケ
ストラの各プログラムを見たとき、僕はロシ
ア・フランスの作品にしようと思いました。
「火の鳥」が初演されたのはパリであり、世
界最先端の街からの影響を受けた曲です。
楽しんでいただけたらうれしいです。
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